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数列｛an｝の添字 nが偶数の場合と奇数の場合で一般項が異なるときの処理 

 an 
 

 

例題 
 21 =a ， 42 =a ， 32 2 +=+ nn aa で与えられる数列{ }na の一般項を求めよ。 

解法 
 12531 ,,,, -maaaa  と maaaa 2642 ,,,,  に分ける。 

↓ 
 12531 ,,,, -maaaa  の場合 12 -= mn aa  

maaaa 2642 ,,,,  の場合 mn aa 2=  

とおく。 

↓ 

さらに， 

mm babababa ==== -12352311 ,,,,   

mm cacacaca ==== 2362412 ,,,,   

とおくと， 

nmm aab == -12 ， nmm aac == 2 という関係になる。 

↓ 
数列{ }mb ，{ }mc の一般項を求める。 

 32 2 +=+ nn aa より， 

 mn ba = のとき 

  32 1 +=+ mm bb  

  
2
3

2
1

1 +=\ + mm bb  

  ( )3
2
131 -=-\ + mm bb  

( )3
2
13 1

1

-÷
ø
ö

ç
è
æ=-\

-

bb
m

m  

211 == ab より， 3
2
1 1

+÷
ø
ö

ç
è
æ-=

-m

mb  

  mn ca = のとき 

mb の求め方と同様にして， 3
2
1 1

+÷
ø
ö

ç
è
æ=

-m

mc  

↓ 

呼び名：インデックス（index），サフィックス（suffix），添字 
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 { }na の一般項を求める。 

n が奇数のとき 

   3
2
1 1

12 +÷
ø
ö

ç
è
æ-==

-

-

m

mm ab  

   12 -= mn aa より，
2

1+
=

nm  

   よって， n が奇数のとき， 3
2
1 2

1

+÷
ø
ö

ç
è
æ-=

-n

na  

  n が偶数のとき 

   3
2
1 1

+÷
ø
ö

ç
è
æ=

-m

mc  

mn aa 2= より，
2
nm =  

よって， n が偶数のとき， 3
2
1 2

2

+÷
ø
ö

ç
è
æ=

-n

na  

応用 
数列{ }na の添字が 23 -= mn ， 13 -= mn ， mn 3= の場合で一般項が異なるときの処理 

  nmm aab == -23 ， nmm aac == -13 ， nmm aad == 3 とおいて， 

  数列{ }mb ，数列{ }mc ，数列{ }md の一般項を求める。 

           ↓ 
  ( )mfbm = ， ( )mgcm = ， ( )mhd m = となったとする。 

  23 -= mn のとき 

   ( )mfa m =-23 より， ÷
ø
ö

ç
è
æ +

=
3

2nfan  

  13 -= mn のとき 

   ( )mga m =-13 より， ÷
ø
ö

ç
è
æ +

=
3

1ngan  

  mn 3= のとき 

   ( )mha m =3 より， ÷
ø
ö

ç
è
æ=

3
nhan  

 

 


